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主
な
質

主
な
質
疑疑

巡
回
バ
ス
は

問
　
巡
回
バ
ス
を
走
ら
せ
る

こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る

か
。

企
画
財
政
部
長
　
あ
ま
市
の

実
情
に
即
し
た
輸
送
サ
ー
ビ

ス
に
関
し
て
、
事
業
実
施
の

必
要
性
も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
巡
回
バ
ス
方
式
も
検
討

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

デ
マ
ン
ド
方
式
な
ど
あ
ら
ゆ

る
運
行
形
態
の
中
か
ら
、
あ

ま
市
に
あ
っ
た
も
の
を
検
討

し
、
事
業
実
施
の
方
向
性
を

考
え
る
。

組
織
に
つ
い
て

問
　
委
員
の
う
ち
、
学
識
経

験
者
、
関
係
団
体
の
職
員
と

は
。

企
画
財
政
部
長
　
学
識
経
験

者
は
、
中
部
運
輸
局
の
地
域

公
共
交
通
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
も
さ
れ
て
い
る
、
名
城

大
学
理
工
学
部
シ
ス
テ
ム
工

学
科
の
教
授
。
運
送
事
業
者

お
よ
び
関
係
団
体
の
職
員

は
、

名
古
屋
タ
ク
シ
ー
協

会
、
愛
知
県
バ
ス
協
会
、
名

鉄
バ
ス
お
よ
び
市
内
の
タ
ク

シ
ー
事
業
者
の
代
表
者
で
あ

る
。

問
　
メ
ン
バ
ー
は
、
要
綱
設

置
の
会
議
と
同
じ
委
員
か
。

増
員
す
べ
き
で
は
。

企
画
財
政
部
長
　
要
綱
設
置

の
委
員
会
か
ら
、
条
例
設
置

の
委
員
会
に
移
行
す
る
と
い

う
考
え
方
で
あ
る
が
、
会
議

の
中
で
、
新
た
な
委
員
の
推

薦
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
検

討
す
る
こ
と
に
な
る
。

会
議
の
公
開
は

問
　
会
議
は
、
原
則
と
し
て

公
開
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
公
開
す
る
か
。

企
画
財
政
部
長
　
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
、
会
議
日
程
を

事
前
公
表
す
る
。
会
議
終
了

後
に
は
、
会
議
概
要
を
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
す
る

こ
と
も
考
え
て
い
る
。

採
決
結

採
決
結
果果

全
員
賛
成
に
よ
り
、
原
案
ど

お
り
可
決
。

防
災
会
議
条
例

の
一
部
改
正

◇
改
正
の
概
要

　
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正

に
伴
い
、
防
災
会
議
の
所
掌

事
務
と
し
て
、
①
市
長
の
諮

問
に
応
じ
て
地
域
の
防
災
に

関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す

る
こ
と
、
②
重
要
事
項
に
関

し
市
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
追
加
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
防
災
会
議
の
要
員

と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
の

構
成
員
ま
た
は
学
識
経
験
者

が
追
加
さ
れ
た
。

採
決
結

採
決
結
果果

全
員
賛
成
に
よ
り
、
原
案
ど

お
り
可
決
。

災
害
対
策
本
部

条
例
の
一
部
改

正

◇
改
正
の
概
要

　
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正

に
伴
い
、
条
例
で
引
用
す
る

法
律
の
条
項
が
改
正
さ
れ

た
。採

決
結

採
決
結
果果

全
員
賛
成
に
よ
り
、
原
案
ど

お
り
可
決
。

遺
児
手
当
支
給

条
例
の
一
部
改

正◇改
正
の
概
要

　
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令

の
改
正
に
伴
い
、
父
ま
た
は

母
が
配
偶
者
に
暴
力
な
ど
を

加
え
、
裁
判
所
か
ら
、
つ
き

ま
と
い
な
ど
の
禁
止
命
令
を

出
さ
れ
た
児
童
も
支
給
対
象

と
さ
れ
た
。

採
決
結

採
決
結
果果

全
員
賛
成
に
よ
り
、
原
案
ど

お
り
可
決
。

地
域
公
共
交
通
会
議
条

地
域
公
共
交
通
会
議
条
例例

を
制

　
　
　
　
　
　
　
　
を
制
定定

市
民
の
生
活
に
必
要
な
公
共
交
通
の
利
便
を
図
り
、

地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
事
項
を
協
議
す
る
た
め
「
あ
ま
市
地
域

公
共
交
通
会
議
」
を
設
置
し
ま
す
。

こ
の
会
議
は
、
平
成
　
年
４
月
か
ら
要
綱
に
よ
り
設
置
さ
れ
、
市
民
代

２４

表
、
交
通
事
業
者
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
あ
ま
市
の
公
共
交
通
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
て
い
ま
し
た
が
、
施
策
の
実
施
や
課
題
の
迅
速
な
解
決
の
た

め
、
条
例
設
置
の
会
議
に
移
行
す
る
も
の
で
す
。

条
  例
  改
  正

 条例制定・改正
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議
長
辞
職
を
求
め
る
決

議
長
辞
職
を
求
め
る
決
議議

～
賛
成
少
数
で
否
決
～

▽
決
議
の
内
容

　
伊
藤
嘉
規
議
長
は
、

議
会
運

営
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

議
会

内
外
で
の
発
言
、

議
長
と
し
て

の
配
慮
、

采
配
能
力
が
著
し
く

欠
け
て
お
り
、
統
率
力
も
な
い
。

　
よ
っ
て
、

伊
藤
嘉
規
議
長
の

議
長
辞
職
を
求
め
る
決
議
と
し

て
、
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

▼
提
出
者

　
松
下
昭
憲

　
横
井
正
秀

　
寺
本
隆
男

　
櫻
井
信
夫

　
八
島
　
進

　
岩
本
一
三

　
新
間
賢
治

　
水
谷
康
治

　
松
浦
茂
昌

討
論
（
要
旨

討
論
（
要
旨
））

【
反
対
討
論
】

石
田
良
雄
　
去
年
と
こ
と
し
の

６
月
定
例
会
で
、

と
も
に
否
決

さ
れ
た
議
長
辞
職
を
求
め
る
決

議
と
同
一
の
趣
旨
で
あ
り
、

提

案
理
由
も
何
ら
特
別
な
状
況
が

生
じ
た
と
は
思
わ
な
い
。

こ
の

よ
う
な
発
議
を
繰
り
返
す
側
に

も
問
題
が
あ
る
。

　
議
長
は
会
派
の
代
表
と
個
別

に
会
い
、

議
会
運
営
が
全
員
で

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

　
否
決
さ
れ
る
議
長
の
進
退
問

題
を
何
度
も
提
出
す
る
の
は
、

い
た
ず
ら
に
議
会
を
混
乱
さ
せ

る
も
の
で
あ
り
、

議
会
の
停
滞

を
招
き
、
住
民
の
損
失
、
あ
ま

市
の
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
と
考
え

る
。

【
賛
成
討
論
】

松
下
昭
憲
　
議
員
の
と
こ
ろ
を

回
っ
て
努
力
を
し
て
い
る
と
い

う
が
、

ご
く
一
部
の
人
に
会
っ

た
だ
け
。

　
６
月
定
例
会
の
反
対
討
論

で
、「
議
長
の
若
輩
が
ゆ
え
の
配

慮
不
足
、
無
鉄
砲
さ
、
生
意
気

さ
」
な
ど
と
発
言
し
、

議
長
と

し
て
の
資
質
が
な
い
こ
と
を
決

議
に
反
対
す
る
議
員
も
認
め
て

い
た
。

　
伊
藤
議
長
に
な
っ
て
か
ら
、

懇
話
会
も
な
く
な
り
、

視
察
も

で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

八
島
　
進
　
議
長
は
、

議
会
を

運
営
す
る
た
め
に
自
ら
の
立
場

を
鮮
明
に
し
、

自
ら
の
意
見
を

発
信
し
な
が
ら
理
解
を
求
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
れ
ら

が
中
途
半
端
で
あ
る
。

　
議
会
内
に
お
い
て
議
長
発
言

等
、

全
般
の
流
れ
の
中
で
議
長

の
軽
さ
を
感
じ
る
。

　
も
っ
と
、

自
分
の
中
立
性
、

倫
理
観
を
含
め
て
勉
強
さ
れ
て

か
ら
議
長
に
登
壇
し
て
は
ど
う

か
。

地
方
自
治
体
に
お
け
る
防
災
・
減

地
方
自
治
体
に
お
け
る
防
災
・
減
災災

の
た
め
の
事
業
に
対
す
る
国
の
財

の
た
め
の
事
業
に
対
す
る
国
の
財
政政

支
援
を
求
め
る
意
見

支
援
を
求
め
る
意
見
書書

～
議
員
発
議
に
よ
り
国
に
提
出
～

　
議
員
よ
り
、

防
災
・
減
災

事
業
に
対
す
る
財
政
支
援
を

求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出

す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、

賛

成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

▽
意
見
書
の
趣
旨

　
道
路
、
橋
、
上
下
水
道
な

ど
は
、

生
活
の
基
盤
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、

災
害
時
に
は

住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

機
能
も
あ
る
が
、

地
方
自
治

体
財
政
の
悪
化
か
ら
、

計
画

的
修
繕
や
改
築
す
ら
進
ま
な

い
状
況
に
あ
る
。

　
国
土
交
通
省
の
調
査
で

も
、

自
治
体
が
管
理
す
る
道

路
橋
で
老
朽
化
の
た
め
の
補

修
が
必
要
な
橋
の
う
ち
　
％
８９

が
、

厳
し
い
財
政
状
況
な
ど

を
背
景
に
補
修
さ
れ
な
い
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　
よ
っ
て
、

国
に
お
か
れ
て

は
、

こ
れ
ら
の
経
年
劣
化
対

策
な
ど
の
防
災
・
減
災
の
た

め
の
事
業
に
つ
い
て
、

重
点

的
な
予
算
配
分
を
行
い
、

地

方
負
担
額
の
軽
減
措
置
を
講

じ
る
よ
う
要
望
す
る
。

具
体

的
に
は
、

橋
な
ど
の
道
路
施

設
の
長
寿
命
化
に
資
す
る
耐

震
化
や
維
持
補
修
お
よ
び
架

け
か
え
、

老
朽
化
し
た
上
下

水
道
な
ど
の
更
新
や
維
持
補

修
な
ど
に
つ
い
て
、

補
助
採

択
基
準
の
緩
和
や
補
助
率
の

引
き
上
げ
な
ど
国
庫
補
助
制

度
の
拡
充
、

交
付
対
象
事
業

の
範
囲
拡
大
な
ど
の
財
政
支

援
を
拡
大
す
る
こ
と
を
強
く

求
め
る
。

▼
提
出
先

　
内
閣
総
理
大
臣

　
総
務
大
臣

　
国
土
交
通
大
臣

　
農
林
水
産
大
臣

　
文
部
科
学
大
臣

　
月
２
日
の
９
月
定
例
会
最
終
日
に
、

伊
藤
嘉
規
議
長
の
議
長
辞
職
を
求
め

１０
る
決
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
で
、
当
事
者
で
あ
る
伊
藤
議
長
が
議
場
か
ら
退
場
し
、
討
論
の
後
、

採
決
が
行
わ
れ
、
賛
成
９
、
反
対
　
の
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
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